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圧粉磁心プロセス最適化システム
試作条件と交流損失を定量化し、設計指針を提案

高飽和磁束密度と高い形状自由度を併せ持つ圧粉磁心は、モータやト
ランス等の磁心材料として広く利用されている。圧紛磁心は高周波領域
における損失の増大が課題とされており、低損失化に向けた設計指針の
構築が求められている。
従来の圧粉磁心の設計は経験や勘に頼ることが多かったが、近年では

機械学習を取り入れた交流損失の推定法や機構解析法が提案され、材
料設計の高精度化が実現されつつある。しかしながら、圧粉磁心は設計
パラメータが多く、特にプロセス条件の最適化に関する検討は困難であった。
本発明は、Lasso回帰を活用し、データセットを複数に分割することで、

試作条件を入力とした場合の交流損失を高精度に予測する推定システ
ムを構築した。本発明で得られた予測関数に従い、試作条件を適切に変
更することで、圧粉磁心の設計指針構築に活用できる。

概要

 圧粉磁心プロセス条件の最適化
 圧粉磁心開発・設計
 回路・材料協調設計
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複数のモデルにより、交流損失を高精度に予測可
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Lasso回帰により
試作条件と交流損
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